
３ 題材計画（４時間）及び本時の学習 

時数 ・学習活動  ◎支援☆キャリア◇学年団 評価 

１ 

 

紙を折って立てるときの感覚や行為を通して、いろいろな形に気付くことができる。 
 

・紙を平面のまま立たせることに

挑戦する。 

・紙を立たせる方法を考える。 

・考えた方法を友達と見せ合った   

  り、全体で共有したりする。 

 

 

◎ 紙を立てることに挑戦したいという思いを

もたせるために、教師が平面のまま紙を立たせ

ようとする場面を見せる。 

◎ 発想を広げ、今後の作品作りに生かすことが

できるようにするために、どうしたら紙を立た

せることができるのかを考える時間を十分に

確保する。 

知 

２ 

本時 

 折って立たせた紙から感じたことや想像したことをもとに、表したいことを見付けることが

できる。                         【思考力、判断力、表現力等】 

１ 前時の紙を立たせる方法を確  

 認する。 

○ どのような方法で紙を立た

せることができたかな。 

・三角に折ったら立ったよ。 

・ジグザグに折ってみたよ。 

・紙をぐしゃぐしゃにしたよ。 

 

 

 

２ 友達に教えてもらった方法に

挑戦する。 

 〇 友達に教えてもらったいろ

いろな方法を試してみよう。 

 

 

 

 

 

３ 本時のめあてを確認する。 

 め 紙は何にへんしんするかな。 

 

４ 紙を立たせた形を見立てる。 

 ○ 何に見えるかな。 

 ・三角で屋根みたいだよ。 

 ・電車にみえるよ。 

 

 ○ 友達の作品は、何に見えるか

な。 

 ・ぼくは、猫に見えたよ。 

 ・テントに見えるけど、帽子にも

見えるね。 

 

◎ 前時の学習を想起させ、本時の学習の見通し

をもたせるために、考えた紙を立たせる方法を

発表させたり、提示したりする。 

◎ 本時の目標に迫るために、様々な方法の中か

ら、本時では、紙を折る方法を用いることを提

示する。 

◎ 紙を立たせる活動に集中させるために、本時

では白い紙のみを配付する。 

 

 

◎ 子供の発想を生かした作品づくりができる

ようにするために、様々な大きさの紙を用意す

る。 

☆ 友達に教えてもらった方法を積極的に試す

ことができるようにするために、困ったときは

友達に相談するように助言する。 

☆ 失敗を恐れず挑戦できるようにするために、

紙をたくさん用意する。 

 

◇ 見立てるという活動を理解させるために、教

師が立たせた紙を例示する。 

◇ めあてを児童とともに考え、本時の課題を明

確にする。 

◎ 同じ作品でも、立たせる方向によって見え方

が変わるということに気付かせるために、様々

な角度から見立てを行うよう助言する。 

◎ 見る人によって見え方が変わるということ

に気付かせるために、友達と意見を交換させ

る。 

◎ 様々な見立てができたことを実感させるた

めに、何に見えたのかを書いた付箋を、作品に

貼らせる。 

思 



５ 半分に折った紙をはさみで切

り、立たせた形を見立てる。 

 ○ 何に見えるかな。 

 ・パイナップルみたい。 

 ・向きをかえると魚みたい。 

 

 

 

６ 本時の学習をまとめる。 

 ま いろいろな向きからみると、

何に見えるのかがちがう。 

    

７ 次時の学習へ見通しをもつ。 

 ○ 次の時間に何をつくりたい

かな。どうするともっと○○

に見えるようになるかな。 

・私が立てた紙は犬に見えるの

で、作ってみたい。 

 ・細長いから蛇を作ってみよう。 

 ・色を塗りたいな。 

 ・色画用紙で作ってみたいな。 

 

◎ 紙を切って立たせると、また見方が変わるこ

とに気付かせるために、同じ大きさの紙を配付

する。 

◎ 同じ条件でも、切り方によって見方が変わる

ことに気付かせるために、紙を半分に折ること

と、はさみで切る場所を指定する。 

◎ 何に見えたのかを書いた付箋を、作品に貼ら

せる。 

◎ それぞれの見立て方によさがあることに気

付かせ、今後の作品作りへの意欲につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・４ 

 

紙を折って立てて表現することの面白さや、立てた形から見立てたものをつくりだす喜びを 

味わうとともに、友達と作品を持ち寄って、まんまるタウンを作り、それぞれの作品のよさや

工夫に気付くことができる。 

・見立てたものをつくるために

はどのように表したらよいか

考える。 

・友達の表現から自分の作品に

生かせそうなことを見付け、

製作に取り組む。 

・作品を持ち寄り、みんなでま

んまるタウンを作る。 

・本題材で学んだことを振り返

る。 

◎ 発想を広げやすくさせるために、様々な色や

形、大きさの紙を用意する。 

◎ 見立てたものを表現するための、紙を切る、

色を塗る、糊で貼るなどの方法を考えさせ、試

しながら製作するよう助言する。 

◎ 自分たちのオリジナルの町を作らせるため

に、模造紙に川や道路を描き加えたり、背景を

付け加えさせたりする。 

◎ まんまるタウンを相談しながら作成する中

で、全体で作品を作ることの楽しさを味わわせ

る。 

◎ 完成したまんまるタウンを鑑賞し、作品のよ

さを共有させる。 

◎「○○さんの作品のここがすごい」という理由

を見付けさせ、具体的な視点で鑑賞ができるよ

うに助言する。 

主 

知 

 

折って立たせた紙から感じたことや想像した

ことをもとに、表したいことを見付けることが

できたか。 

【思考・判断・表現＜作品・発言＞】 

 


